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第一部【企業情報】

 

第１【企業の概況】

 

１【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第54期

第２四半期
連結累計期間

第55期
第２四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年12月31日

自　2021年７月１日
至　2021年12月31日

自　2020年７月１日
至　2021年６月30日

売上高 (千円) 9,285,850 11,217,216 19,337,792

経常利益 (千円) 1,415,151 1,760,874 2,936,089

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 825,172 901,901 1,743,496

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 940,176 978,748 1,939,331

純資産額 (千円) 13,322,153 15,173,640 14,321,265

総資産額 (千円) 16,573,714 18,865,606 17,991,723

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 72.49 79.23 153.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 76.7 76.3 75.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 856,423 375,139 1,957,496

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △981,002 △527,959 △1,594,308

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △50,420 △236,960 △69,137

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 6,141,073 6,220,342 6,610,123
 

　

回次
第54期

第２四半期
連結会計期間

第55期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年10月１日
至　2020年12月31日

自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 41.38 50.54
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３. 2021年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、第54期の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

 

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変

更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大の影響による経済活動の制限が続

き、依然として先行きの不透明な状況に置かれておりました。

国内建設市場におきましては、国土強靭化計画等を背景とする公共投資は底堅く推移しつつあるものの、技術労働

者不足と建設資材の価格高騰に伴う建設コストの上昇により受注競争は激化しており、厳しい経営環境が続いており

ます。

このような状況下で、当社グループは、全事業において新型コロナウイルス感染症への対応も十分に図りながら事

業活動を展開してまいりました。その結果、特に当社グループの主要事業である切断・穿孔工事事業において完成工

事高が増加したため、当四半期連結累計期間の当社グループ全体の売上高は11,217百万円（前年同期比20.8％増）と

なりました。また、利益面に関しましては、営業利益1,656百万円（前年同期比26.8％増）、経常利益1,760百万円

（前年同期比24.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益901百万円（前年同期比9.3％増）となりました。

なお、当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、年間を通じて売上高は第２四半期（10月～12月）・第

３四半期（１月～３月）に集中する傾向にあり、それに比して第１四半期（７月～９月）・第４四半期（４月～６

月）の売上高は減少する傾向にあります。今後、このような業績の変動を平準化していく方針でありますが、当面、

業績が第２四半期、第３四半期に偏る傾向が続くものと思われます。

 

セグメント別の状況は、次のとおりであります。

　（切断・穿孔工事事業）

主に民間工事の受注が増加したため、完成工事高は9,766百万円（前年同期比19.7％増）となりました。また、完

成工事高の増加に伴い、セグメント利益は1,943百万円（前年同期比26.6％増）となりました。

　（ビルメンテナンス事業）

ビルメンテナンス事業につきましては、首都圏を中心に大手デベロッパーの新規案件開拓に努めてまいりまし

た。その結果、完成工事高は230百万円（前年同期比6.0％増）となりました。また、完成工事高の増加に伴い、セ

グメント利益は22百万円（前年同期比10.1％増）となりました。

　（リユース・リサイクル事業）

リユース・リサイクル事業につきましては、中古スマートフォン等の販売に係る新規の顧客開拓に努めてまいり

ましたが、利益率の低い商品が売上の中心を占めたことにより、商品売上高は1,220百万円（前年同期比34.1％増）

となり、セグメント利益は92百万円（前年同期比9.5％減）となりました。
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（２）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形・完成工事未収入金が増加したこと等により、前連結会計年

度末に比べ873百万円増加し、18,865百万円となりました。

負債につきましては、リース債務（固定負債）が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ21百万円増加

し、3,691百万円となりました。

また、純資産は前連結会計年度末に比べ852百万円増加し、15,173百万円となりました。この結果、当第２四半

期連結会計期間末の自己資本比率は76.3％となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における当社グループの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、当第２

四半期連結累計期間において、営業活動で375百万円の増加、投資活動で527百万円の減少、財務活動で236百万円

の減少となった結果、6,220百万円となりました。

 

各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の営業活動による資金の増加は375百万円（前年同期は856百万円の増加）となりまし

た。主な要因としては、売上債権の増加が1,210百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益が1,589百万円

あったこと等によります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動による資金の減少は527百万円（前年同期は981百万円の減少）となりまし

た。主な要因としては、有形固定資産の取得による支出が535百万円あったこと等によります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動による資金の減少は236百万円（前年同期は50百万円の減少）となりまし

た。主な要因としては、配当金の支払額が206百万円あったこと等によります。

 

（４）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、41百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

 

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 
②【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2022年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,000,000 12,000,000
東京証券取引所
（市場第一部）

権利内容に何ら限定のない　
当社における標準となる株式

 
単元株式数　100株

計 12,000,000 12,000,000 ― ―
 

 
（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年10月１日～
2021年12月31日

─ 12,000,000 ─ 470,300 ─ 465,100
 

 
（５）【大株主の状況】

2021年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に対
する所有株式数
の割合(％)

渡　邉　　　隆 神奈川県三浦郡葉山町 1,640,000 14.29

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,157,100 10.08

株式会社日本カストディ銀行(信
託口)

東京都中央区晴海１丁目８-12 1,028,700 8.96

永　野　良　夫 神奈川県茅ヶ崎市 781,800 6.81

旭ダイヤモンド工業株式会社 東京都千代田区紀尾井町４番１号 600,000 5.22

ダイヤモンド機工株式会社 福岡県福岡市城南区南片江２丁目30-21 480,000 4.18

第一カッター興業従業員持株会 神奈川県茅ケ崎市萩園833番地 417,100 3.63

富国生命保険相互会社
(常任代理人　株式会社日本カス
トディ銀行)

東京都千代田区内幸町２丁目２-２
 
(東京都中央区晴海１丁目８番12号)

400,000 3.48

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋１丁目４-10 295,900 2.58

ＫＩＡ　ＦＵＮＤ　１３６
(常任代理人　シティバンク、エ
ヌ・アイ東京支店)

ＭＩＮＩＴＲＩＥＳ　ＣＯＭＰＬＥＸ　ＰＯ
ＢＯＸ　６４　ＳＡＴＡＴ　１３００１　Ｋ
ＵＷＡＩＴ
 
(東京都新宿区新宿６丁目27番30号)

264,350 2.30

計 － 7,064,950 61.55
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

   2021年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 520,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,476,100
 

114,761 ―

単元未満株式 普通株式 3,000
 

― ―

発行済株式総数 12,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 114,761 ―
 

 

②【自己株式等】

  2021年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
第一カッター興業株式会社

神奈川県茅ヶ崎市
萩園833番地

520,900 ― 520,900 4.34

計 ― 520,900 ― 520,900 4.34
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）新任役員
 

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有

株式数

（株）

就任年月日

取締役 安達　昌史 1978年２月14日

2001年６月 当社入社

(注)２ 200 2021年12月16日

2007年７月 水戸営業所所長代理

2007年９月 水戸営業所所長

2009年４月 ビルメンテナンス事業部長

2019年７月 管理本部長[現任]

取締役 行方　一正 1953年５月４日

1985年２月 ㈱エイチ・アイ・エス入社

(注)２ ― 2021年12月16日

1985年９月
㈱エイチ・アイ・エス取締

役経理部長

1993年２月
㈱エイチ・アイ・エス取締

役総務部長

1997年11月
㈱エイチ・アイ・エス常務

取締役管理本部長

2004年６月

㈱エイチ・アイ・エス代表

取締役常務人事部・経理

部・関係会社管理部管掌兼

総務部長

2005年１月
㈱エイチ・アイ・エス代表

取締役専務

2018年１月
㈱エイチ・アイ・エス特別

顧問

2018年３月
㈱モバイルファクトリー社

外監査役[現任]

2019年９月
㈱ピーストラベルプロジェ

クト代表取締役[現任]

監査役

(非常勤)
友成　亮太 1983年６月13日

2010年12月
弁護士登録（東京弁護士

会）

(注)４ ― 2021年12月16日
2010年12月

丸の内中央法律事務所入所

[現任]

2018年12月 ㈱電波新聞社監査役[現任]

監査役

(非常勤)
横山　正宏 1990年２月28日

2013年２月
有限責任監査法人トーマツ

入所

(注)４ ― 2021年12月16日

2017年８月 河野公認会計士事務所入所

2018年４月
認定NPO法人フローレンス

ディレクターCFO

2020年８月
横山正宏公認会計士事務所

設立[現任]
 

(注)１．取締役行方一正は、社外取締役であります。

２．2021年12月16日開催の臨時株主総会の終結の時から2022年６月期に係る定時株主総会終結の時まででありま

す。

３．監査役友成亮太、横山正宏の各氏は社外監査役であります。

４．2021年12月16日開催の臨時株主総会の終結の時から2025年６月期に係る定時株主総会終結の時まででありま

す。
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（２）退任役員

 
役職名 氏名 退任年月日

専務取締役
工事本部長

安立　陽 2021年12月16日

取締役
安全環境部長

川内　幸喜 2021年12月16日

監査役（常勤） 渡辺　清二 2021年12月16日

監査役（非常勤） 林　晃司 2021年12月16日
 

 
（３）役職の異動

 

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

監査役（常勤） 監査役（非常勤） 泉　貴嗣 2021年12月16日
 

 

 
（４）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性７名　女性１名　（役員のうち女性の比率13％）

 

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

10/28



第４【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021年

12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年７月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,640,123 6,250,342

  受取手形・完成工事未収入金 3,576,345 ※２  4,757,440

  売掛金 69,568 99,655

  未成工事支出金 238,826 －

  商品 83,622 27,326

  材料貯蔵品 150,619 151,603

  その他 161,587 263,936

  貸倒引当金 △5,196 △6,280

  流動資産合計 10,915,497 11,544,024

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 2,341,608 2,384,210

    減価償却累計額 △456,071 △508,718

    建物及び構築物（純額） 1,885,537 1,875,491

   機械装置及び運搬具 4,062,947 4,300,271

    減価償却累計額 △3,276,025 △3,393,483

    機械装置及び運搬具（純額） 786,922 906,787

   工具、器具及び備品 121,123 130,533

    減価償却累計額 △86,285 △90,811

    工具、器具及び備品（純額） 34,837 39,721

   土地 2,434,645 2,434,645

   リース資産 127,290 143,362

    減価償却累計額 △69,896 △59,550

    リース資産（純額） 57,393 83,811

   建設仮勘定 26,344 182,416

   有形固定資産合計 5,225,681 5,522,874

  無形固定資産   

   のれん 279,902 251,912

   その他 108,976 103,048

   無形固定資産合計 388,878 354,960

  投資その他の資産   

   投資有価証券 895,810 859,371

   繰延税金資産 258,430 262,833

   長期未収入金 215,645 215,645

   その他 335,545 349,347

   貸倒引当金 △243,765 △243,451

   投資その他の資産合計 1,461,666 1,443,746

  固定資産合計 7,076,226 7,321,582

 資産合計 17,991,723 18,865,606
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 938,693 752,423

  買掛金 137,873 112,204

  1年内返済予定の長期借入金 13,249 9,414

  リース債務 20,787 20,532

  未払法人税等 575,063 594,537

  賞与引当金 67,100 82,726

  その他 1,003,616 1,182,706

  流動負債合計 2,756,382 2,754,544

 固定負債   

  長期借入金 175,825 171,775

  リース債務 36,695 63,532

  役員退職慰労引当金 271,426 259,227

  退職給付に係る負債 326,491 334,489

  その他 103,636 108,395

  固定負債合計 914,075 937,421

 負債合計 3,670,457 3,691,965

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 470,300 470,300

  資本剰余金 462,044 462,044

  利益剰余金 12,811,515 13,602,690

  自己株式 △122,604 △122,662

  株主資本合計 13,621,254 14,412,372

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 13,764 △2,045

  退職給付に係る調整累計額 △5,651 △10,419

  その他の包括利益累計額合計 8,113 △12,464

 非支配株主持分 691,897 773,732

 純資産合計 14,321,265 15,173,640

負債純資産合計 17,991,723 18,865,606
 

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

13/28



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

売上高   

 完成工事高 8,376,021 9,996,866

 商品売上高 909,829 1,220,350

 売上高合計 9,285,850 11,217,216

売上原価   

 完成工事原価 5,508,511 6,678,937

 商品売上原価 614,649 948,700

 売上原価合計 6,123,161 7,627,638

売上総利益   

 完成工事総利益 2,867,509 3,317,928

 商品売上総利益 295,179 271,649

 売上総利益合計 3,162,689 3,589,578

販売費及び一般管理費 ※１  1,856,013 ※１  1,933,054

営業利益 1,306,676 1,656,523

営業外収益   

 受取利息 33 19

 受取配当金 6,512 6,617

 受取保険金 9,454 28,382

 持分法による投資利益 71,531 38,669

 雑収入 25,599 35,881

 営業外収益合計 113,129 109,569

営業外費用   

 支払利息 293 1,255

 投資有価証券売却損 865 －

 売上債権売却損 18 －

 不動産賃貸原価 1,289 1,289

 支払補償費 1,945 428

 雑損失 241 2,246

 営業外費用合計 4,654 5,219

経常利益 1,415,151 1,760,874

特別利益   

 固定資産売却益 5,201 8,898

 保険解約返戻金 24,245 19,192

 特別利益合計 29,446 28,091

特別損失   

 特別調査費用 － 188,775

 固定資産売却損 23,968 1,372

 固定資産除却損 1,718 4,567

 投資有価証券評価損 － 4,731

 特別損失合計 25,687 199,446

税金等調整前四半期純利益 1,418,910 1,589,519

法人税等合計 529,656 595,844

四半期純利益 889,254 993,674

非支配株主に帰属する四半期純利益 64,081 91,772

親会社株主に帰属する四半期純利益 825,172 901,901
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 889,254 993,674

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 49,567 △15,810

 退職給付に係る調整額 1,354 884

 その他の包括利益合計 50,922 △14,925

四半期包括利益 940,176 978,748

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 876,094 886,976

 非支配株主に係る四半期包括利益 64,081 91,772
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,418,910 1,589,519

 減価償却費 270,192 289,000

 のれん償却額 41,985 27,990

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 98 769

 賞与引当金の増減額（△は減少） △850 15,626

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 20,342 △12,198

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,424 1,130

 受取利息及び受取配当金 △6,545 △6,637

 支払利息 293 1,255

 持分法による投資損益（△は益） △71,531 △38,669

 固定資産売却損益（△は益） 18,767 △7,526

 固定資産除却損 1,718 4,567

 投資有価証券売却損益（△は益） 865 －

 投資有価証券評価損益（△は益） － 4,731

 受取保険金 △9,454 △28,382

 保険解約返戻金 △24,245 △19,192

 売上債権の増減額（△は増加） △319,270 △1,210,797

 棚卸資産の増減額（△は増加） △55,014 294,139

 仕入債務の増減額（△は減少） 60,254 △211,938

 その他 △86,710 175,508

 小計 1,265,231 868,894

 利息及び配当金の受取額 102,384 54,239

 利息の支払額 △293 △1,206

 保険金の受取額 9,454 28,382

 法人税等の支払額 △520,589 △575,171

 法人税等の還付額 235 －

 営業活動によるキャッシュ・フロー 856,423 375,139
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,068,768 △535,887

 有形固定資産の売却による収入 65,199 14,726

 無形固定資産の取得による支出 △20,000 △12,672

 投資有価証券の売却による収入 474 －

 保険積立金の積立による支出 △11,580 △11,915

 保険積立金の払戻による収入 1,812 3,266

 保険積立金の解約による収入 30,395 19,192

 その他 21,464 △4,669

 投資活動によるキャッシュ・フロー △981,002 △527,959

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 170,000 －

 長期借入金の返済による支出 △31,721 △7,885

 リース債務の返済による支出 △22,204 △23,557

 配当金の支払額 △143,458 △206,354

 非支配株主への配当金の支払額 △23,036 △9,938

 その他 － 10,774

 財務活動によるキャッシュ・フロー △50,420 △236,960

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △174,999 △389,780

現金及び現金同等物の期首残高 6,316,072 6,610,123

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  6,141,073 ※１  6,220,342
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

工事契約に関して、従来は、工事完成基準を適用しておりましたが、第１四半期連結会計期間の期首より、

一定の期間にわたり充足する履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積もり、当該進捗度に基

づき収益を認識する方法に変更しております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足する

と見込まれる期間がごく短い場合には、重要性に関する代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を

認識せず、完全に履行義務を充実した時点で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。た

だし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取

扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第２四半期連結累計期間において当該変更による損益及び利益剰余金の当期首残高に与える影

響は軽微であります。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載

しておりません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。これによる四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　  （税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症について）

前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大による当社グループ

への影響に関する仮定について重要な変更はありません。

 
（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 323,734千円 310,453千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

受取手形 －千円 1,069千円

裏書手形 －千円 7,877千円
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（四半期連結損益計算書関係）

○　売上高の季節変動

　　前第２四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2020年12月31日）及び

　　当第２四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2021年12月31日）

当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多いため、第１四半期（７～９月）、第４四半期(４～６月）が

減少し、第２四半期（10～12月）、第３四半期（１～３月）に増加する傾向にあります。

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。　

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2021年12月31日)

給与手当 741,336千円 785,179千円

賞与引当金繰入額 31,743千円 30,478千円

役員退職慰労引当金繰入額 20,342千円 10,739千円

退職給付費用 25,706千円 32,190千円

貸倒引当金繰入額 98千円 769千円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2021年12月31日)

現金及び預金 6,171,073千円 6,250,342千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △30,000千円 △30,000千円

現金及び現金同等物 6,141,073千円 6,220,342千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2020年12月31日）

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年９月25日
定時株主総会

普通株式 143,489 25 2020年６月30日 2020年９月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年９月28日
定時株主総会

普通株式 206,623 18 2021年６月30日 2021年９月29日 利益剰余金
 

（注）2021年１月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
切断・穿孔工事

事業
ビルメンテナン

ス事業
リユース・

リサイクル事業
計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,158,668 217,352 909,829 9,285,850 9,285,850

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － － － －

計 8,158,668 217,352 909,829 9,285,850 9,285,850

セグメント利益 1,535,123 20,343 102,198 1,657,666 1,657,666
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 
 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,657,666

全社費用（注） △350,996

セグメント間取引消去 6

四半期連結損益計算書の営業利益 1,306,676
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理本部に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

22/28



 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
切断・穿孔工事

事業
ビルメンテナン

ス事業
リユース・

リサイクル事業
計

売上高      

一時点で移転される財又
はサービス

12,310 － 1,194,032 1,206,342 1,206,342

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

9,754,176 230,379 26,317 10,010,874 10,010,874

顧客との契約から生じる
収益

9,766,486 230,379 1,220,350 11,217,216 11,217,216

その他の収益 － － － － －

  外部顧客への売上高 9,766,486 230,379 1,220,350 11,217,216 11,217,216

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － －

計 9,766,486 230,379 1,220,350 11,217,216 11,217,216

セグメント利益 1,943,755 22,395 92,450 2,058,600 2,058,600
 

（注） 会計方針の変更に記載した通り、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。

 当該変更が、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの売上高及び利益に与える影響は軽微でありま

す。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 
 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,058,600

全社費用（注） △402,076

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 1,656,523
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理本部に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2021年12月31日)

　 １株当たり四半期純利益 72円49銭 79円23銭

   （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する
　　四半期純利益(千円)

825,172 901,901

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

825,172 901,901

   普通株式の期中平均株式数(千株) 11,383 11,383
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2021年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

　　年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年２月９日

第一カッター興業株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 本間　洋一  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 堤　　　康  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一カッター興

業株式会社の2021年７月１日から2022年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年10月１日から

2021年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年７月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の2021年12月31日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。
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四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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